
は じ め に

重点領域研究 も3年 目を終 わろ うと している。1年 に1度 の研究集会 と、 シンポジウムを

行 って いるが・今年の研究集会はテーマを ぐっと絞 り込み・試み としては多少面 白いものに

なったと思 う。今回の高谷 さんの報告には、かなりの異議が唱えられ るだろうと予感 している。

おそらくその内容 というの は・東南アジアの生態 というものを基盤に据え・そこか ら社会、あ

るいは国家 というものを捉えようとす る試みである。東南アジアでは、国家 は生態 に強 く縛 ら

れている。あるいは生態は、社会や国家にどれだけの影響を及ぼ しているのか。 このような論

点が前面に押 し出されて くるだろう。だが・それは社会科学などではおよそ認める事はで きな

いかもしれない。現実 は全 く違 うではないかという考えは、一方に極めて強 く存在 しているだ

ろう。

このような深い対立する考えをこの場に持 ち込んだの も、我々はかねてから生態的な視点を

取り入れたいと念願 しているか らなのだ。果た してそれはどの程度可能な ものなのか。あるい

はどのような修正を要求されるのか。最初からかな りの波乱が予想 され るが、それは極めて楽

しみで もある。忌揮のないディスカ ッションを期待 している。
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